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Ⅰ.はじめに 
Ⅱ.銘文釈読 

1.20号墳(耳杯№2006-67-1) 2.20号墳(耳杯№2006-75-1,2) 3.20号墳(耳杯№2006-76) 4.31
号墳(耳杯№2009-12) 

Ⅲ.銘文内容の考察 
1.20号墳(耳杯№2006-67-1) 2.20号墳(耳杯№2006-75-1,2) 3.20号墳(耳杯№2006-76) 4.31
号墳(耳杯№2009-12) 

Ⅳ.結論 
 
 モンゴル国立博物館とモンゴル科学アカデミー考古学研究所は、2021 年 11 月から 2022 年 8 月

にかけて特別展「匈奴：考古学新成果」を開催した。ノヨン・オール墓地では、2006 年から 2015
年まで蒙露共同で新たに 4 基の匈奴貴族墓の発掘調査が行われており、その近年の発掘調査で出土

した資料約400件が展示された。筆者はその際に、新たな発掘で出土した漆器のうち、銘文のある

4点に対して調査を行い、銘文を再検討した。漆器4点はいずれも耳杯で、20号墓から3点、31号

墓から1点が出土している。 
耳杯№2006-67-1は今回初めて銘文を報告したもので、3文字が確認できる。2文字目「護」を職

掌とすると、本漆器は中央工官製と考えられる。 

耳杯№2006-75-1,2は4文字を修正し、磨嘴子62号墓出土耳杯銘文との比較から、本資料が綏和

元年(前8年)に考工で製作された可能性が高いことを指摘した。 

耳杯№2006-76 と耳杯№2009-12 は別の墓で出土しているが、共に考工で元延 4 年(前 9 年)に製

作/補修されたことが知られていた。銘文に登場する人物の名に誤りがあり、修正した。 
漆器銘文に刻まれた年はその資料の製作年であり、その資料が出土した墓の上限年代を指し示す。

したがって、20 号墓は前 8 年、31 号墓は前 9 年以降に築造されたと指摘できる。ノヨン・オール

墓地では漆器のほかに漢鏡と放射性炭素年代測定という 3 つの年代的根拠となる資料があり(表 1)、
それらに基づくと同墓地の年代は前1世紀後半以降の年代となる可能性が高い。(596字) 
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